
―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
「
地
域
社
会
の
発
展
を
担

う
中
核
的
・
中
堅
職
業
人
」
で
す
。
具
体
的
に
は
「
エ

リ
ー
ト
的
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
主
に

担
う
の
で
は
な
く
、
日
本
の
社
会
及
び
企
業
・
組
織
に
お

い
て
中
核
的
・
中
堅
的
な
役
割
を
主
に
担
い
、
堅
実
に
支

え
て
い
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
活
躍
す
る
人

材
」
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
の
弱
体
化
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
に
は
高
度
な
技
術
力
と
競
争
力

を
有
し
て
い
る
企
業
が
ま
だ
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
多
く
は
、
地
域
に
根
ざ
し
て
活
動
し
て
い
る
中

堅
・
中
小
企
業
で
す
が
、
競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
人
材
の

確
保
・
定
着
・
育
成
に
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
４
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。４

大
学
は
、
文
部
科
学
省
「
大
学
生
の
就
業
力
育
成
支

援
事
業
」
に
お
い
て
、
各
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
先
進

的
に
取
り
組
み
、
地
域
産
業
界
等
と
協
働
し
た
社
会
体
験

（
実
践
）
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
実
践
し
て
き
た

実
績
が
あ
り
ま
す
。
教
育
手
法
や
成
果
の
共
有
化
と
蓄
積

の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
質
の
高
い
産
学
協
働
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
構
築
を
目
指
す
に
至
り
ま
し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度…

確
実
な
実
行
に
向
け
て
の
基
盤
作
り
、

年
度…

試
行
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
的
開
始
、

年
度

…

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
・
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、

年
度…

安
定
的
な
実
行
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
と

普
及
推
進
活
動
の
展
開
、

年
度…

事
業
の
総
仕
上
げ
と

採
択
後
の
継
続
体
制
の
構
築
。
継
続
体
制
と
し
て
、
事
業

推
進
組
織
の
法
人
化
も
視
野
に
い
れ
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

産
学
協
働
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
開
発
を
行
い
ま
す
。

試
行
段
階
で
は
各
大
学

人
～

人
の
受
講
生
を
想
定
し

て
い
ま
す
が
、
最
終
段
階
で
は

人
～
１
０
０
人
に
拡
大

し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
４
大
学
の
学
生
交
流
を
始
め
ま

す
が
、
初
年
度
は
各
大
学

人
程
度
、
最
終
年
度
に
は
各

人
ま
で
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

既
存
の
社
会
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
効
果
的
に
大

学
教
育
と
融
合
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
受
講
学
生
の
学
修
時
間
の

％
の
増
加
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
主
体
的
に
学
修
す
る
こ
と
の
成
果
と
し
て

Ｇ
Ｐ
Ａ
の
上
昇
も
目
指
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
よ

り
多
く
の
学
生
に
繋
が
る
よ
う
に
受
講
生
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

産
学
協
働
教
育
の
全
国
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
「
産
学
協
働
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置
し
、

他
大
学
や
企
業
等
に
対
す
る
、
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
教

育
効
果
評
価
シ
ス
テ
ム
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
準
等
の
成
果
の

水
平
展
開
を
図
り
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
組

織
へ

大
学
・

企
業
の
加
盟
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

経
済
産
業
省
近
畿
経
済
産
業
局
地
域
経
済
部

産
業
人
材
政
策
課
長

児

玉

桂

子

世
界
に
お
け
る
日
本
の
経
済
的
地
位
が
低
下
し
て
い
る

中
で
、
今
後
の
日
本
経
済
を
牽
引
す
る
人
材
と
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
産
業
基
盤

を
支
え
る
人
材
の
育
成
・
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
ま

た
、
産
業
界
は
「
行
動
力
」
「
創
造
力
」
「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
力
」
と
い
っ
た
社
会
人
基
礎
力
も
求
め
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
経
済
産
業
局
で
は
、
地
域
の
産
業
界
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
人
材
の
育
成
・
確
保
・
活
用
の
た
め
、
大
学

と
産
業
界
の
連
携
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
大
学

教
育
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
を
通
じ
て
、
各
大
学
を
中
心
に
産
学
官
協
働
で
、

各
地
域
に
お
け
る
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
将

来
を
担
う
次
世
代
人
材
の
育
成
、
活
用
に
向
け
た
具
体
的

な
取
組
に
繋
が
る
よ
う
協
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＜取組の概要＞本取組は、産学協働教育を始点として学士課程教育の質的転換を図り、学生の主体的な学修を確立することを通じて、地域社会の発展を担う中核的・中堅職
業人の育成を目指す。具体的には、連携校がこれまで培ってきた産学協働教育の実践に関する知見、実績を共有、融合させることにより、新たな社会体験と大学教育を融合
するプログラムや長期型インターンシップ等を共同で開発し、学生が主体的に学び、考え、実践する力を培う。さらには、産学協働教育のプラットフォームとなる「産学協
働人材育成ネットワーク」の設立及び専門人材の育成、教育効果評価システムの構築等により、恒常的な産学協働教育の推進・拡大を目指す。その過程においては、先進的
に産学協働教育に取組んでいる諸外国の大学・機関等と連携・交流を推進し、国際標準のプログラム、教授法、枠組み（基準）等を積極的に取り入れ、我が国に適応した産
学協働教育の質的向上に努めていく。 
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取組大学：京都産業大学（代表校）、新潟大学、成城大学、福岡工業大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
は
、
地
域
社
会
を
支
え
る
公
共
マ
イ
ン
ド

と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
対
応
す
る
冷
静
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ

イ
ン
ド
の
双
方
を
兼
ね
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
の
人
材
を
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
と
呼
称
し
て
い

ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
状
で
は
、
地
元
京
都
の
大
学
で
育
っ
た
人
材
が
、
必

ず
し
も
京
都
経
済
界
に
目
を
向
け
て
は
い
ま
せ
ん
。
地
元

企
業
が
優
秀
な
人
材
を
集
め
、
世
界
と
勝
負
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
企
業
と
地
域
の
大
学
が
密
接
に
連
携
し

た
人
材
育
成
の
戦
略
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
５
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。代

表
校
で
あ
る
京
都
産
業
大
学
は
も
と
も
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
定
評
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
実
績
の
上
に
立
っ
て
、

専
門
教
育
の
学
問
性
・
専
門
性
を
深
め
つ
つ
も
、
社
会
の

現
実
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
実
践
的
な
教
育
の
形
を
模
索
し

て
き
ま
し
た
。
専
門
性
の
核
と
な
る
地
域
公
共
分
野
で
は
、

京
都
府
立
大
学
、
京
都
文
教
大
学
、
佛
教
大
学
、
そ
し
て

龍
谷
大
学
と
深
く
連
携
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
京
都
経

済
界
の
就
職
支
援
機
構
構
想
と
も
合
致
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
取
組
を
本
格
化
さ
せ
る
に
至
り
ま
し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

産
学
の
両
者
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
事
業
に
取
り
組
む

た
め
の
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
す
。
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
実
践
的

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
進
め
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
地
域
資
格
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
の
座
学
中
心
の
専
門
教
育
の
あ
り
方
を
変
え
、

専
門
性
と
産
業
界
の
負
託
と
を
高
度
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
た

Ｐ
Ｂ
Ｌ
科
目
等
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
込

ん
だ
、
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

学
ぶ
学
生
が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
を
作
る
た
め
に
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
地
域
資
格
化
し
て
質
保
証
し
、
あ
わ
せ
て

受
講
生
た
ち
に
よ
る
企
業
人
を
前
に
し
た
成
果
報
告
会
も

開
催
す
る
こ
と
で
、
企
業
側
に
学
生
の
学
び
を
「
見
え
る

化
」
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
に
学
生
事
業

部
を
設
置
し
、
専
門
ゼ
ミ
等
に
お
け
る
学
生
活
動
と
リ
ン

ク
さ
せ
る
こ
と
で
も
、
「
見
え
る
化
」
を
は
か
り
、
専
門

教
育
と
企
業
・
社
会
と
の
実
質
的
な
連
携
を
生
み
出
し
ま

す
。 

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い

た
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

公
共
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
進
み
た
い
者

は
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
能
力
資
格
を
学
部
で
取
得
さ
せ
、
公

共
を
よ
り
志
す
者
は
大
学
院
で
の
地
域
公
共
政
策
士
資
格

取
得
へ
と
導
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
後
者
は
５
大
学

で
も
取
り
組
ん
で
き
た
試
み
に
な
り
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

各
大
学
中
心
学
部
の
２
割
程
度
が
、
資
格
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
中
心
的
科
目
を
履
修
し
、
成
果
報
告
会
で
評
価
を
上
げ
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
質
の
高
い
学
生
を
毎
年
地
元
経
済
界

に
就
職
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
般
社
団
法
人

京
都
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

田

辺

親

男

京
都
の
経
済
界
は
、
中
堅
・
中
小
企
業
の
人
材
確
保
の

観
点
か
ら
、
大
学
卒
業
予
定
者
の
就
職
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
最
近
の
経
営
環
境
は
「
人
数
」
以
上
に

「
質
」
を
求
め
て
お
り
、
企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と

い
う
よ
う
な
方
策
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
京
都
経
済
界
と
し
て
は
就
職
支
援
の
軸
足

を
人
材
育
成
型
に
移
し
、
大
学
と
協
働
で
職
業
教
育
の
あ

り
方
や
実
践
的
教
育
の
方
法
を
研
究
し
、
支
援
も
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
を
先
導
的
モ
デ
ル
と
し
て
連
携
を
強
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

法学部中谷 真憲教授

グローバル化の中にあって、地域（ローカル）を考える―――。
今年度から開講した「グローカル人材論特殊講義」
は、京都経済4団体との連携科目。
15回にわたる授業では毎回、京都信用金庫、京都

ホテル、堀場製作所など京都を代表する企業のトッ
プまたはエース人材を教室に招いて仕事観や公共観
を語らってもらい、ワークショップを行います。学
生にとっては「地域経済のあり方」「働くことに通
じる公共観」「グローバルな視野」などを、企業ト
ップの生の声から学べる貴重な機会。また、企業と
学生が互いに深く理解し合うことで「就職のマッチングの場」として

京都経済同友会を中心とする京都経済４団体と大学が協力し、確かな公共マインドと冷静なビジネスマインドを備えた地域経済を支える人材、即ち地域社会に根付
きつつ、グローバル経済の荒波を読みきる能力をもったグローカル人材を育成する。そのために、産学公が協働して「教育の社会化」のための体系的な教育プログラ
ムを開発するとともに、プログラム修了者に「グローカル人材能力」資格を付与するための地域資格制度を開発する。公共政策系科目、企業人を講師とするグローカ
ル人材能力系科目及びＰＢＬ型インターンシップ科目からなる教育プログラムを修了することで資格が付与される。また、産学連携による特定非営利法人「グローカ
ル人材開発センター」（仮称）を設立し、科目開発・コーディネートのプラットフォームとして大学間共同教育の成果を共有し広く社会に発信する地域拠点とする。
教育プログラムについては外部機関による厳格な質保証を行う。

将来の京都企業を担う「グローカル」な人材を育成

学生が互いに深く理解し合うことで 就職のマッチングの場」として
機能することも目指しています。
「しっかり地元に根付きながら国際的な視野を持つ」独特の企業文化
が京都にはあります。そんな地元を志向する学生を企業と共に育て、
就職につなげる。これからの京都の企業を担う人材の育成は、産業界
からも大きな期待を寄せられています。

京都経済同友会と京都産業大学、龍谷大学他２大学が、
２０１２年４月１７日、職業教育に関して協力、連携するこ
とで合意した。本年度は同友会はじめ京都の経済４団体
共同で企業経営者らを大学に派遣し出張講義を行う。企
業が学生を受け入れて課題解決に取り組む授業にも協力
する。
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取組名称：産学公連携によるグローカル人材の育成と地域資格制度の開発
取組大学：京都産業大学（代表校）、京都府立大学、京都文教大学、佛教大学、龍谷大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
は
、
地
域
社
会
の
課
題
解
決
や
活
性
化
の
た
め

の
計
画
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
、
主
体
的
に
実
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
知
識
・
技
能
・
職
務
遂
行
能
力
を
身
に
つ
け

た
、
地
域
の
公
共
的
課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
地
域
公
共
人

材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

人
口
減
少
・
高
齢
化
、
産
業
の
衰
退
や
雇
用
の
減
少
な
ど
、

地
域
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
現
状
を
変
革

す
る
人
材
の
育
成
は
急
務
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
大
学
立
地

が
極
端
に
少
な
い
地
域
に
お
い
て
、
大
学
が
地
域
社
会
の
課

題
に
対
し
て
組
織
的
に
関
与
し
な
が
ら
人
材
の
育
成
を
行
う

こ
と
は
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
９
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

京
都
の
政
策
学
系
の
学
部
・
学
科
と
研
究
科
は
、
地
域
公

共
人
材
を
共
通
す
る
人
材
育
成
目
標
と
し
て
掲
げ
、
修
士
レ

ベ
ル
の
地
域
資
格
制
度
と
資
格
認
証
ス
キ
ー
ム
を
開
発
し
て

き
ま
し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
ま
ず
基
礎
情
報
の
収
集
と
課
題
の
整
理

を
行
い
ま
す
。
平
成

年
度
は
、
先
行
事
例
の
発
展
を
行
い

京
都
府
北
部
地
域
を
ベ
ー
ス
に
地
域
課
題
解
決
モ
デ
ル
の
開

発
を
始
め
、
そ
の
成
果
か
ら
具
体
的
な
事
業
提
案
を
引
き
出

し
ま
す
。
ま
た
、
経
済
協
力
開
発
機
構

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
地
域

経
済
雇
用
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

と
連
携
し
て
、
人

口
減
少
地
に
お
け
る
地
域
戦
略
の
取
り
ま
と
め
、
本
取
組
の

海
外
発
信
を
行
い
ま
す
。
平
成

年
度
は
、
地
域
課
題
解
決

モ
デ
ル
を
北
部
地
域
で
展
開
し
、
そ
こ
か
ら
開
発
さ
れ
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
行
し
、
資
格
制
度
の
議
論
を
開
始
し
ま

す
。
平
成

年
度
は
、
引
き
続
き
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開

を
実
施
し
成
果
を
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
取
り
入
れ
る
と
と

も
に
地
域
資
格
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
提
示
し
ま
す
。
平
成

年
度
は
新
し
い
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
定
着
と
教
育
の
質

保
証
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
高
等
教
育
の
現
代
化
を
図
り
、

こ
の
連
携
機
関
を
通
じ
た
地
域
と
大
学
の
組
織
的
な
連
携
を

モ
デ
ル
化
し
、
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
事
業
で
は
、
新
た
に
大
学
・
大
学
院
教
育
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
部
分
に
地
域
課
題
解
決
モ
デ
ル
を
取
り
入
れ
る
こ
と

と
同
時
に
、
地
域
課
題
の
解
決
に
大
学
が
積
極
的
に
関
与

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
で

の
直
接
的
な
活
動
を
伴
う
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
地

域
資
格
認
定
制
度
を
通
し
、
受
講
生
の
能
力
認
定
と
取
組

を
行
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
地
域
の
公
共
的
な
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

各
大
学
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
開
発
し
て
き
た
大
学
院

レ
ベ
ル
の
地
域
資
格
認
証
制
度
の
学
部
レ
ベ
ル
へ
の
拡
充

を
図
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
部
と
大
学
院
を

通
じ
た
地
域
課
題
解
決
に
資
す
る
能
力
育
成
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
本
取
組
で
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
題
発
見
能
力
と
解
決
の
た
め
の
計

画
策
定
、
実
行
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
取
組
に
関
与
す
る
学
部
生
・
大
学
院
生
は
、
平
成

年

度
以
降
に
は
年
間
延
べ
１
５
０
名
、
制
度
開
発
後
の
平
成

年
度
か
ら
は
年
間
延
べ
９
５
０
名
を
目
標
と
し
、
こ
れ

ら
を
成
果
を
測
る
目
安
と
な
る
指
標
と
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

京
都
府
知
事

山

田

啓

二

京
都
府
北
部
地
域
は
、
美
し
い
景
観
に
恵
ま
れ
、
食
の

宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
人
口
減
少
や
高
齢
化
の

進
行
、
産
業
の
衰
退
に
よ
る
雇
用
の
減
少
な
ど
、
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
学
連
携
の
取
組
に

よ
る
課
題
解
決
を
通
じ
、
大
学
の
持
て
る
知
識
・
能
力
が

地
域
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
教
育
の
発
展
の
道

を
開
い
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

写真 

本取組は、京都地域において、政策学系列の学部・学科と研究科が、地域公共人材育成をめざして取り組むものです。大学が地域社会の課題にパートナーの
一員となって取り組む組織的で恒常的な仕組みを構築し、それらの成果を踏まえた地域連携教育プログラムを開発し、大学教育の現代化に資する大学改革を実
現します。各大学が取り組んでいく特色ある地域公共人材育成のための教育プログラムについて、地域資格制度（既開発の枠組）と連動させた質保証をともなう
認証システムを構築します。

本取組は、大学の立地がない地域における大学地域連携のモデルを構築することを重点的な課題とします。京都府北部地域の唯一の大学である成美大学に
大学地域連携オフィスを設置し、京都府や自治体・NPO・経済団体と共に組織した京都府北部地域・大学連携機構を通して、大学共同による組織的な課題解
決型の教育プログラムを開発します。
一連の連携取組に関与する学部生・大学院生ならびにステークホルダーの事業対象者数の目標は、開発・試行期間（当初4カ年）で年平均延べ150名、定着期

間（5カ年目から7カ年目）で年平均延べ1,000名としています。
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取組名称：地域資格制度による組織的な大学地域連携の構築と教育の現代化
取組大学：龍谷大学（代表校）、京都大学、京都府立大学、京都産業大学、京都橘大学、京都文教大学、成美大学、同志社大学、　
　　　　　佛教大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
は
、
読
解
力
・
論
理
的
思
考
力
・
表
現

力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
多
様
な
能
力
が
統

合
さ
れ
た
〃
考
え
、
表
現
し
、
発
信
す
る
力
〄
を
、
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
支
援
を
通
し
て
育
成
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

社
会
に
お
け
る
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
で

き
る
、
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る
人
材
を
育
て
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

持
続
的
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
わ
が

国
の
重
要
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
〃
考
え
、
表

現
し
、
発
信
す
る
力
〄
を
備
え
た
有
為
な
人
材
が
、
社
会

で
活
躍
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
２
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。関

西
大
学
と
津
田
塾
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
学
生
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
視
野
に
入
れ
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
（
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
／
キ
ャ
リ
ア
支
援
）
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
教
育
理
念
・
規
模
・
地
域
な
ど
、
多
く
の

点
で
異
な
る
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
両
大
学
の
個
性
と

強
み
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
高
い
相
乗
効
果
が
期
待
で
き

る
た
め
、
連
携
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

１
年
目
で
準
備
体
制
を
整
え
た
あ
と
、
２
・
３
年
目
に
、

支
援
環
境
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
教
育
実
践
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
４
年
目
に
成
果
を
検
証
し
、
改
善
を
経
て
、

５
年
目
に
総
合
的
な
支
援
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
る
計
画

で
す
。
補
助
事
業
実
施
期
間
終
了
後
は
、
連
合
組
織
を
設

立
し
、
支
援
体
制
の
維
持
・
改
善
に
努
め
る
と
共
に
、
構

築
さ
れ
た
支
援
シ
ス
テ
ム
を
全
国
に
普
及
さ
せ
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

①
新
タ
イ
プ
の
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
成
果
を
蓄
積
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
社
会
に
発
信
す
る
た
め
の
支
援
ツ
ー
ル
で
、
両
大
学

で
年
間
３
千
名
程
度
の
利
用
者
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

②
〃
考
え
、
表
現
し
、
発
信
す
る
力
〄
の
向
上
を
客
観

的
に
測
る
評
価
指
標
を
確
立
し
、
教
育
に
活
用
し
ま
す
。

毎
年
、
客
観
的
評
価
を
実
施
し
、
評
価
値
を
向
上
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

①
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
支
援
体
制
を
整
備
・
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｄ
活
動
や
啓
発
行
事
な
ど
を
充
実

さ
せ
ま
す
。
従
来
の
利
用
実
績
を
倍
に
し
、
両
大
学
４
千

６
百
名
程
度
の
利
用
者
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

②
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
、
Ｔ

Ａ
の
活
用
や
、
新
授
業
の
開
発
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

③
社
会
と
の
連
携
体
制
を
強
化
し
、
高
大
連
携
・
産
学

官
連
携
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

本
取
組
の
支
援
を
受
け
た
学
生
は
、
社
会
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
し
、
主
体
的
に
考
え
行
動
で
き
る
人

間
に
成
長
し
ま
す
。
力
の
向
上
は
、
評
価
指
標
に
よ
っ
て

客
観
的
に
計
測
・
評
価
さ
れ
、
社
会
に
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｊ
代
表

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

言
語
情
報
科
学
専
攻
・
教
養
学
部

准
教
授

ト
ム
・
ガ
リ
ー
（

）

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
は
、
北
米
な
ど
で
は
数
十

年
前
か
ら
学
生
の
文
章
力
を
上
げ
る
た
め
に
多
く
の
大
学

や
高
校
で
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
そ
の
役
割

や
メ
リ
ッ
ト
が
ま
だ
十
分
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の

共
同
事
業
で
、

（
日
本
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
協
会
、
Ｗ

Ｃ
Ａ
Ｊ
）
は
連
携
校
と
協
働
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
そ
し
て
理
論
と
実
践
の
両
面
で
の

研
究
に
よ
り
、
日
本
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本取組は、京都地域において、政策学系列の学部・学科と研究科が、地域公共人材育成をめざして取り組むものです。大学が地域社会の課題にパートナーの
一員となって取り組む組織的で恒常的な仕組みを構築し、それらの成果を踏まえた地域連携教育プログラムを開発し、大学教育の現代化に資する大学改革を実
現します。各大学が取り組んでいく特色ある地域公共人材育成のための教育プログラムについて、地域資格制度（既開発の枠組）と連動させた質保証をともなう
認証システムを構築します。

本取組は、大学の立地がない地域における大学地域連携のモデルを構築することを重点的な課題とします。京都府北部地域の唯一の大学である成美大学に
大学地域連携オフィスを設置し、京都府や自治体・NPO・経済団体と共に組織した京都府北部地域・大学連携機構を通して、大学共同による組織的な課題解
決型の教育プログラムを開発します。
一連の連携取組に関与する学部生・大学院生ならびにステークホルダーの事業対象者数の目標は、開発・試行期間（当初4カ年）で年平均延べ150名、定着期
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